
保育者のキャリア

入職～新任期 ミドルリーダー期 管理職保育者養成
機関(大学）

情報教育 
・個人の基本スキル 
・保育実務の想定 
（援用イメージへ） 
・メディア志向性(？)

保育職の専門教育 
・あらゆる保育の専門的知見・実践力 

教養教育 
・書く力、コミュニケーション力、 
　想像力、洞察力　等（潜在的影響）　

新任期の保育実務理解 
・デイリープログラムの習熟 
・園児の発達の見立て 
・職務全体の理解と役割に 
　基づく実践

ICT学習 
の差異

ミドルリーダーの役割 
・新任期保育者の指導・支援 
・園児の個と集団の把握 
・職務全体における 
　職域に応じた確認・支援 
（子ども・保護者・職域間）

園務情報システム利用の発想

収集データの活用

園の運営管理 
・園及び所管団体、行政など 
　との連携 
・職務全体の監督・支援 
・園の運営方針（中長期的な 
　視点も含む）の策定

管理者としての課題把握 
職員との問題意識の共有

園の運営管理 
・各種データの対応（リンク） 
・上記による園全体の分析、課題解決 
　発展的・開発的検討、働き方改革 等 
　のエビデンスとしての活用 
・地方行政の部署間の情報共有・連携 
・幼保こ小連携の質の高い情報共有・連携

退職（早期離職～定年退職）の問題意識・ノウハウ

問題解決可能性・ノウハウの継承

ICTやAIが取って代わる 
という議論　保育者の本質は？

＜園務情報化に残された課題＞ 
・残された利用困難者支援の必要性 
・園務支援システムの利用困難の要因究明と 
　要因別の支援のあり方の整理 

・上記を見通した保育者養成校における教育 
　内容の改善や充実 

・発展的活用の開発・提言 
・園務支援システムによるデータの単純利用 
　に留まらず、保育の質向上に向けたエビデ 
　ンス構築のための発展的活用の開発・提言

→(既導入園)活用力の差異

保育者のキャリアと業務を基軸とした園務情報化の今後の課題
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＜研究の目的と方法＞ 
　保育職の業務の負担軽減の１つの方策として、近年の園務情報システム等の急速な普及が見られる。これにより、保育
者が子ども達の育ちと向き合う時間や意欲が充実し、保育の質の向上に寄与することが成し遂げられるならば望ましい
ことである。一方で、保育者のキャリアに応じて求められる職能は増加し、その実情に対し、発展的な利用を視野にさ
らなる業務改善の発想を有することができるかが今後の課題となるであろう。また、多少に関わらず、保育職をICTに結
びつけることが難しいユーザを取り残すことなく支援することも重要である。これら実情について、行政機関や保育現場
等へのヒアリングの結果をふまえ、今後の研究すべき課題を構想図としてまとめた。

＜結果と考察＞ 
以下は、上記の図のうち、主なものについて述べたものである。下記以外にも上記の図から課題と見られる点は多くある。 

【1】園務支援システムの積極的導入に向けた課題 

これは、保育という営みで、直接対話を基としたアナログによる業務を習慣とした職能をデジタルに移行する導入初期で生じ

やすい問題であり、未だ解決されがたい課題でもある。特に、ドキュメントについては、保育文化の中で非常に重要なもので

あるが、AIやICT等による定型文や自動生成が園務支援システムで一部導入される事例もある。しかし、このことが、保育職

としての本質的な職能形成に活きるのかは、議論すべき点であろう。 

【2】収集データの発展的・開発的活用 

登降園入力管理システムや健康管理記録、保護者との情報交流など、多様な情報が収集、管理できるメリットは認められる。

現状では、各々のデータについての確認利用が多いが、各種データを結集させることによって、園運営の発展や新たなサー

ビスの開発、第三者評価へのエビデンス、よりよい説明や情報発信等への展開が期待できる。 

このような開発的活用に資する研究と保育界への還元も重要と思われる。
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